
　
以
上
で
論
稿
三
十
三
篇
、
教
塞
卒
業
生
の
約
牛
数
の
寄
稿
を
網
羅
し
、
そ

れ
が
卒
業
順
に
酬
列
さ
れ
て
み
る
か
ら
讃
渚
は
又
本
書
に
よ
っ
て
常
教
室
の

學
風
並
に
そ
の
志
向
を
弓
取
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
入
六
入
頁
、
定
償
拾

圓
特
儂
九
欝
、
古
今
書
院
獲
行
）
　
〔
米
倉
〕

彙

華尺

○
考
古
學
年
報

束
京
考
古
畢
會
編

　
本
書
は
昭
和
九
年
度
に
於
け
る
本
邦
．
考
古
學
界
の
綴
織
を
整
理
し
、
此
の

方
面
に
聾
心
を
持
つ
人
士
の
便
寅
に
資
せ
ん
が
爲
．
に
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る

隷ハ

ﾌ
内
容
は
先
づ
考
古
墨
∴
叉
賦
の
総
目
を
ぱ
A
考
古
腺
ご
般
・
理
論
文
鰍
「
、
8

日
本
内
地
考
宵
掌
文
獄
…
、
C
同
歴
墾
考
古
學
文
瞭
…
、
D
田
本
内
地
以
外
考
古

’
學
文
獄
の
西
項
に
分
か
つ
て
列
蔑
し
、
　
こ
れ
に
地
域
別
索
引
と
筆
者
別
索
引

と
を
附
し
、
次
ぎ
に
そ
の
内
主
要
な
る
論
著
の
梗
概
及
び
批
評
を
掲
げ
、
更

に
詞
年
度
に
於
け
る
本
邦
．
考
古
學
界
の
動
向
を
説
き
、
猶
巻
末
に
ほ
附
録
と

し
て
英
交
の
學
界
展
望
を
戯
・
せ
て
居
る
。
誠
に
適
寛
之
際
す
べ
き
年
報
で
あ

っ
て
、
文
獄
の
翻
に
於
て
は
殆
ど
遺
憾
な
し
と
思
は
れ
る
程
度
ま
で
網
羅
さ

れ
、
主
要
論
著
の
紹
介
批
許
、
學
日
展
整
な
ど
も
簡
に
し
て
要
を
つ
く
し
て

居
る
。
か
x
る
年
報
は
そ
れ
臼
膿
の
債
龍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
を
縫

績
す
る
こ
と
に
依
っ
て
更
に
使
命
を
畿
揮
す
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
黙
止
の

勢
を
多
と
す
る
と
共
に
こ
れ
が
縫
績
を
新
っ
て
止
ま
ぬ
。
猫
絡
り
に
注
文
と

し
て
可
及
的
に
閾
録
縛
載
の
蟄
察
を
阻
む
次
第
で
あ
る
。
大
阪
市
住
吉
町
阿

部
野
筋
三
ノ
十
、
東
京
考
古
學
工
臨
行
、
定
．
偵
重
刻
四
拾
銭
　
〔
小
野
〕

報

　　

@　

@
・
鯨
鐡
鐵
熱
蝉
紀
魏
菟
挙
行
記

箋
只
葺
・
領
導
）
蒲
辮
嶋
線
懸
鼎
騨
誤
謎
畢

　
既
β
前
夜
の
雨
模
様
ほ
打
っ
て
攣
っ
た
快
晴
と
な
り
、
前
途
の
萬
幸
を
約

す
る
檬
で
あ
る
。
午
前
七
博
に
は
藤
・
出
雲
路
・
柴
田
三
先
生
を
始
め
卒
業

生
・
學
生
の
京
都
里
謡
に
集
る
者
二
十
乱
費
、
途
申
大
阪
か
ら
聖
駕
も
あ
り
、

緊
縛
適
言
和
束
和
歌
山
騨
に
降
り
立
つ
者
丁
度
…
∴
牽
名
と
な
っ
た
。

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鰹
前
敗
宮
、
國
懸
瀞
富
、
騨
よ
り
東
へ
歩
行
籔
町
鳥
居
を
く
“
れ
ば
、
垂
直

に
北
に
蓮
る
参
道
を
軸
と
し
て
、
左
に
臼
前
大
臣
を
祭
る
日
航
剛
冨
、
宿
に
國

懸
大
瀞
を
奉
祀
す
る
國
懸
宮
が
あ
り
、
　
一
は
巨
像
鏡
野
は
日
矛
を
御
駕
代
と

す
る
と
傳
へ
て
る
る
。
臼
像
鏡
及
臼
矛
に
闘
す
る
薦
話
は
更
に
説
く
迄
も
な

い
が
、
由
來
”
耽
の
爾
大
恥
は
即
ち
天
照
大
憩
の
魏
姿
と
せ
ら
れ
、
覇
家
の
御

崇
敬
極
め
て
、
厚
か
っ
た
こ
と
は
天
武
挙
城
文
徳
清
和
の
雁
朝
、
幣
吊
、
憩
封

或
は
三
舞
与
を
奉
獄
さ
れ
た
こ
と
が
史
に
見
え
、
又
延
喜
式
に
は
、
名
憩
大
髄

に
列
し
、
勝
年
月
次
新
喜
の
諸
祭
及
び
特
に
相
醤
の
祭
に
も
宮
幣
に
預
っ
て

み
る
例
に
よ
っ
て
も
適
せ
ら
れ
る
Q
更
に
此
の
御
零
と
既
の
紀
の
土
地
と
の

閣
…
係
に
は
、
天
蓮
根
命
を
始
組
と
す
る
零
墨
塾
家
が
蓮
綿
と
し
て
此
の
瀞
の

司
祭
奉
灘
に
當
O
今
に
及
ん
で
み
る
聖
意
血
巌
的
な
永
い
深
い
繋
り
が
あ
り

近
く
は
徳
川
紹
駕
鼠
が
初
め
て
紀
伊
に
入
圃
勒
す
る
や
、
先
づ
既
の
爾
…
霞
の
融
殿

第
二
十
一
巷
　
第
四
雛
　
　
入
七
九

（　2・　Ol　）



藥

報

を
再
建
し
奉
っ
た
ご
と
き
最
遮
・
田
緒
あ
る
蔵
で
あ
る
。
敵
司
に
案
内
せ
ら
れ

て
、
初
に
臼
前
廊
で
願
懸
に
滲
拝
、
瀧
殿
の
構
造
に
就
て
患
雲
路
先
生
の
懇

切
な
御
蔭
明
を
拝
聰
す
る
。
禰
宮
欝
欝
殿
の
構
造
は
全
く
同
じ
で
あ
．
殊
、

共
に
緑
潮
繋
敏
為
り
幽
濠
…
境
に
、
遷
り
ま
す
鱗
…
素
古
朴
な
御
瓢
肌
の
森
簾
さ
に
は
向
…

ら
襟
を
回
す
。
融
務
所
に
於
て
古
交
書
類
を
見
せ
て
填
く
Q
再
驚
の
火
災
、

秀
吉
の
太
田
城
水
攻
の
纂
な
ど
に
よ
り
、
大
孚
は
喪
失
し
た
と
の
由
で
あ
る

が
、
「
文
永
エ
年
十
月
、
燈
油
謹
文
之
案
掘
建
武
四
年
五
月
十
三
蹴
、
和
田
郷

限
編
毒
燈
叢
書
之
纂
」
「
長
皐
元
年
十
二
月
、
御
紳
審
羅
切
帳
」
「
明
懸
七
年
三

月
、
田
地
讃
愚
案
」
等
纏
濟
曲
闘
係
の
も
の
を
初
め
、
「
交
明
十
二
年
俊
蓮
公
自
【

肇
、
御
蓬
宮
記
」
「
元
高
三
年
五
月
、
近
年
常
葉
御
炎
上
之
事
」
「
元
和
九
年
四

月
、
鎭
座
御
縁
起
」
等
、
紳
就
の
沿
革
縁
魍
に
關
す
る
も
の
、
以
前
平
鋼
の
行

事
と
し
て
流
鏑
馬
が
行
は
れ
て
る
た
爲
、
「
流
鏑
馬
之
記
」
（
文
安
、
天
交
、
永

巌
、
元
緬
、
天
正
鯵
の
年
號
見
ゆ
）
や
聡
徳
五
年
乙
未
八
月
、
「
流
鏑
馬
儀
式
」

等
が
残
っ
て
み
る
。
中
に
「
釜
自
男
主
補
任
案
」
な
る
「
通
の
交
書
が
あ
り
、

そ
の
文
言
に
は
「
釜
山
紳
主
霧
、
膚
鵜
飼
氏
才
量
番
瀞
主
筋
五
郎
給
威
厳
、
進

上
料
足
伍
百
文
、
伍
爲
後
毒
煙
、
如
件
」
と
あ
り
、
永
徳
元
年
翌
旦
干
五
欝

、
の
日
附
が
あ
る
。
　
こ
れ
は
當
赦
と
竈
出
　
三
三
と
の
㎜
三
遠
の
｝
端
を
示
す
興
昧

あ
る
史
料
た
る
と
共
に
、
往
疇
紀
伊
園
～
圓
に
當
就
が
有
し
た
書
蹟
的
勢
力

を
も
窺
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
披
見
を
諮
さ
れ
た
交
書
類
は
他
に
な
ほ
多

く
が
あ
っ
た
が
、
前
途
を
急
ぐ
…
關
係
上
精
し
く
見
る
を
得
ず
、
慧
智
乍
ら
他

臼
に
割
愛
す
る
の
仙
な
か
っ
た
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
ヘ
　
へ

　
伊
太
㍊
墨
書
瀧
　
五
十
猛
命
を
飛
り
、
融
格
は
官
贈
中
幅
…
で
あ
る
。
瀦
歌
出

鐵
道
山
東
騨
に
下
車
、
南
へ
三
四
町
、
肉
を
背
に
し
た
本
殿
は
さ
」
や
か
で

第
ニ
ナ
一
谷
　
薬
四
壁
　
　
入
入
O

あ
る
が
、
紳
寂
び
落
下
蒔
い
た
槻
が
あ
る
。
拝
殿
は
十
｝
聞
三
画
の
豊
野
き
も

の
傾
斜
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
、
中
央
の
廣
い
聞
は
階
段
の
通
路
と
な
り
搬

門
の
様
な
外
見
を
も
つ
珍
ら
し
い
建
物
で
あ
る
〇
　
ニ
ノ
鳥
居
の
蔵
ぐ
内
に
は

溝
橋
と
云
ふ
反
橋
が
四
角
な
池
に
架
せ
ら
れ
て
賀
茂
の
冠
を
聯
想
さ
す
構
も

疑
を
惹
く
。
勢
舞
を
終
り
靴
務
所
に
於
て
叢
食
を
蔑
し
て
後
、
】
同
卓
を
園

ん
で
交
馨
類
を
見
せ
て
頂
く
。
承
唆
二
年
正
築
七
年
明
懸
元
年
及
包
紙
に
弘

安
と
あ
る
も
の
な
ど
四
通
の
輪
旨
、
延
元
一
　
年
の
沙
汰
書
一
冨
迎
（
以
上
憲
）
、

江
戸
中
期
…
以
後
當
祉
禰
宜
矢
野
赤
松
爾
氏
に
饗
す
る
吉
田
家
の
裁
許
釈
四
通

な
ど
が
あ
る
。
瀞
就
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
「
臼
本
國
似
太
祁
雷
大
明
瀞

御
縁
起
之
事
」
悪
葎
太
㍊
曾
瀞
就
概
轡
「
伊
太
謝
雷
絆
融
級
起
由
緒
書
」

「
傍
太
㍊
曾
寓
年
中
行
築
」
「
伊
太
祁
皆
野
略
來
野
並
年
中
行
事
し
等
の
假
綴
溺

子
本
等
で
あ
る
。
爾
、
別
紙
に
、
ほ
最
近
境
内
か
ら
西
土
の
既
部
土
器
撒
個
が

列
べ
て
あ
っ
た
。

　
臨
途
境
内
の
～
古
墳
に
立
寄
る
。
高
い
ド
ー
ム
状
を
な
し
た
玄
室
は
廣
さ

六
毒
心
敷
程
は
あ
ら
う
。
頭
上
に
は
加
轍
暦
が
丁
度
天
井
の
様
に
渡
さ
れ
て
、
そ

の
隙
聞
を
通
し
て
手
際
よ
く
積
ま
れ
た
石
壁
が
葺
く
恥
し
い
弧
線
を
現
ほ
し

て
み
る
の
が
見
ら
れ
る
。
．

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
勤
学
「
榊
徽
　
箭
…
山
漏
騨
に
ほ
済
水
學
土
が
一
行
を
待
ち
東
蓮
の
榮
を
執
ら
れ

た
騨
よ
り
爾
へ
八
九
町
、
大
き
い
圓
塚
が
彦
五
瀬
命
の
削
り
坐
す
竈
山
陵
で

あ
り
、
瀞
徹
は
既
の
陵
墓
暴
拝
に
起
つ
た
も
の
で
、
官
幣
大
臣
に
益
せ
ら
れ
て

る
る
Q
斯
か
る
肉
陵
を
奉
潤
の
濁
象
と
す
る
就
は
河
内
の
讐
田
八
幡
越
後
の

彌
彦
瀞
駐
と
共
に
珍
ら
↓
い
も
の
と
云
ふ
。
瀧
殿
は
造
替
後
聞
も
な
く
木
香

あ
た
ら
し
く
、
蕪
重
な
感
じ
を
抱
か
せ
る
。
静
か
に
瀞
冠
に
額
き
古
陵
の
松

（　20e．　）



灘
に
耳
を
澄
ま
す
時
、
宣
長
が
「
謹
書
の
隔
世
の
御
古
お
も
ほ
へ
て
荒
風
ほ

き
し
き
竈
山
の
松
」
と
詠
じ
た
感
慨
は
實
で
あ
る
。

　
既
威
に
於
て
披
見
し
た
文
書
中
に
は
、
天
文
年
中
の
「
釜
山
明
榊
旧
地
帳
」

な
る
も
の
最
も
古
く
、
「
位
記
焼
失
日
録
h
（
天
正
十
四
年
五
月
、
弾
、
王
鵜
飼
吉

政
、
花
押
）
に
「
勾
魂
壷
『
毎
年
三
月
櫻
ノ
瀞
事
二
由
陵
ト
共
工
玩
壷
ヲ
モ

祭
候
」
と
あ
る
の
ほ
注
意
す
べ
く
寛
文
五
年
三
月
鵜
飼
吉
正
の
「
年
中
行
事
薦

記
」
に
も
三
月
十
三
日
に
は
解
法
融
窃
を
行
ふ
こ
と
が
見
え
、
今
ほ
腰
絶
し
た

異
色
あ
る
藤
野
の
存
在
を
物
語
っ
て
み
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
東
照
宮
、
再
び
和
歌
画
市
に
肥
り
、
宙
電
で
年
配
富
へ
と
急
ぐ
途
中
、
折

良
く
後
れ
て
來
ら
れ
た
西
田
先
生
と
お
遇
ひ
す
る
事
を
得
。
南
紀
東
照
宮
の

高
い
石
段
を
疲
れ
た
足
を
曳
き
つ
㌧
昇
る
。
少
憩
す
る
こ
と
暫
時
、
華
麗
を

極
め
た
蔵
殿
を
拝
曝
す
る
。
紀
研
徳
郡
家
町
基
の
韻
宣
が
家
康
を
貼
り
建
立

せ
る
威
と
し
て
、
近
世
初
頭
特
有
の
廟
建
築
の
代
表
的
な
も
の
に
鍛
へ
得
る

で
あ
ら
う
。
本
殿
石
ノ
黒
歯
殿
を
結
合
し
た
所
謂
魏
現
逆
又
唐
門
瑞
項
を
通

じ
て
得
る
印
象
は
、
唯
「
華
麗
し
の
二
字
に
表
し
て
十
分
で
あ
る
。
鮮
麗
な
疲

弊
彩
霊
、
精
緻
な
浮
彫
、
濃
厚
な
諸
君
彩
色
を
塁
、
斜
な
く
埋
め
画
し
た
建

物
は
、
ま
こ
と
に
近
枇
丈
量
の
一
事
陶
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
就
中
拝

殿
向
拝
の
天
女
、
石
ノ
間
欄
干
の
鯉
の
浮
彫
は
左
甚
五
鄭
の
作
と
傳
へ
ら
れ

そ
の
巧
緻
に
暫
し
驚
異
の
目
を
瞠
る
。
爾
ほ
當
砒
の
交
書
類
は
殆
ん
ど
軸
物

乏
し
て
秘
臓
せ
ら
れ
、
家
康
実
顔
班
を
初
め
、
南
龍
院
麟
宣
の
下
知
状
、
黒

子
宛
行
状
、
命
名
書
、
詫
ハ
他
の
書
意
等
鐵
通
、
他
に
麟
翌
翌
の
詩
句
七
縄
、

布
袋
鶏
の
墨
糟
な
ど
彼
の
多
能
多
才
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
、
當
魅
に
取
っ
て
、

は
貴
重
の
噴
門
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
嚢
．
　
　
報

　
東
照
宮
を
馨
し
た
我
々
は
籏
宿
あ
し
べ
屋
に
携
樗
品
等
を
預
け
紀
三
井
寺

に
向
ふ
。
此
威
で
出
雲
路
先
生
は
離
京
さ
れ
野
水
氏
ま
た
麟
京
さ
れ
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
紀
三
井
寺
，
既
庭
で
も
亦
高
い
石
段
を
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
櫻
門
は
國

實
に
指
定
さ
れ
て
る
る
も
の
、
天
正
十
六
年
の
建
立
と
あ
り
、
本
堂
は
蜜
慶

年
間
の
建
築
で
あ
る
が
、
國
蜜
多
識
塔
と
爲
鞍
上
聖
像
を
安
置
す
る
開
山

堂
（
共
に
室
町
末
期
の
も
の
と
さ
れ
て
み
る
）
と
の
謁
和
も
、
夕
陽
に
映
、
兄

て
一
入
美
し
い
。
佛
像
を
稗
磯
の
後
、
書
叢
、
什
器
類
の
陳
列
を
見
學
し

た
中
に
、
常
寺
へ
宛
て
た
慶
長
六
年
十
二
月
六
B
附
淺
野
幸
長
折
紙
寄
進

状
、
方
常
上
人
華
紀
三
井
尋
縁
起
、
侍
小
野
篁
強
絹
本
地
層
薯
薩
像
（
録
倉

末
乃
至
足
利
初
期
の
も
の
と
描
定
さ
れ
る
も
の
）
等
が
印
象
に
残
る
も
の
で

あ
る
。
〔
堀
内
〕

　
第
嵩
B
、
和
歌
田
城
、
粉
河
寺
，
榮
岡
寺
、
宇
智
川
鱒
巌
碑
、
櫻
井
寺

早
朝
起
床
。
快
購
、
宿
の
二
階
か
ら
和
歌
浦
の
風
光
は
一
蔓
の
内
に
牧
め
ら
れ

入
江
を
へ
だ
て
」
山
の
中
腹
に
紀
三
井
寺
の
堂
塔
が
線
に
映
え
て
鮮
か
に
、

ほ
の
か
に
聞
ゆ
る
鐘
の
晋
は
朝
の
勤
行
を
知
ら
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
幽

幽
ま
で
の
時
閥
を
｝
粛
々
五
々
に
打
群
れ
て
和
歌
浦
の
名
勝
を
離
ぬ
れ
ば
、
さ

」
や
か
な
祠
な
が
ら
購
竃
瀞
就
も
玉
津
鳥
野
蒜
も
宿
に
程
近
い
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
和
歌
山
城
　
入
時
出
護
9
和
歌
山
　
玉
器
に
至
る
電
車
の
途
中
乗
換
場
所
を

幸
に
和
歌
山
城
へ
。
蒔
聞
が
少
く
慌
し
い
見
學
で
あ
っ
た
が
流
石
に
天
、
王
閣

の
頂
上
に
登
れ
ば
眺
茎
は
隔
臨
く
、
窪
く
封
建
領
主
の
感
慨
を
偲
ば
せ
る
も
の

が
あ
る
。
こ
の
城
（
天
正
十
三
年
瑠
柴
美
濃
守
秀
長
の
築
城
に
係
り
、
元
和
五

年
入
月
藩
懇
徳
風
頼
宣
既
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
て
よ
り
、
更
に
要
害
を
堅
固
に

し
規
模
を
鑛
張
し
て
大
に
隔
修
の
工
を
起
さ
せ
た
が
、
惜
し
い
哉
そ
の
後
火

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
四
號
　
　
入
八
一
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報

災
で
當
時
の
も
の
多
く
焼
亡
し
て
今
残
る
天
主
閣
は
嘉
永
身
巾
竣
工
し
た
も

の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
漫
罵
を
踏
襲
し
て
み
る
か
ら
昔
日
の
偉
槻
を
偲
ぶ
に

は
充
分
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ヘ
　
ヘ
　
へ

、
粉
河
専
　
利
歌
山
　
市
騨
か
ら
中
村
先
生
も
加
は
ら
れ
、
午
雨
九
時
六
分
護
。

構
手
の
申
を
突
走
る
事
四
十
五
分
置
領
掌
の
第
一
の
樹
的
地
粉
、
河
寺
騨
に
到

戯
し
た
。
騨
か
ら
北
に
約
十
町
許
り
、
門
前
に
蘇
を
漣
ね
た
町
を
縫
う
て
、

耀
い
汗
を
拭
き
乍
ら
山
門
を
く
“
る
。
　
こ
玉
ほ
天
台
宗
延
唇
寺
末
、
日
光
山
　

門
跡
の
支
店
に
噂
す
る
適
当
第
三
番
の
札
所
で
あ
る
。
縁
趙
に
よ
れ
ば
讐
〔
貌

一75

N
大
律
孔
子
古
の
草
創
す
る
癒
と
い
ひ
、
そ
の
傳
説
ほ
寺
塚
の
幽
蔓
粉
河

寺
縁
起
に
詳
細
に
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
歴
史
を
た
ど
れ
ば
そ
の
下
腿
代
息
室

の
崇
敬
最
も
厚
く
、
鷹
蘭
家
の
信
仰
も
亦
深
く
紀
伊
屈
指
の
名
刹
と
し
て
そ

の
位
置
は
頗
る
重
要
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
吉
野
朝
時
代
に
於
け

る
常
時
の
活
動
は
本
日
舞
獅
…
を
程
た
三
々
の
古
文
書
の
語
る
魔
に
よ
っ
て
明

白
で
あ
る
が
、
元
弘
三
年
聴
衆
親
王
令
旨
を
四
方
に
ド
し
て
勤
王
軍
を
募

ら
」
や
常
寺
行
人
等
も
そ
の
傘
下
に
馳
せ
蓼
じ
た
盛
時
・
を
偲
ば
し
む
る
も
の

が
あ
る
。
そ
の
後
足
利
氏
は
よ
く
本
寺
を
崇
敬
し
義
持
義
教
等
の
凍
託
坤
も
あ

っ
て
楽
弓
頓
に
振
う
た
が
、
天
正
十
裏
年
翌
臣
秀
吉
に
抗
し
た
た
め
焼
討
を

蒙
り
、
　
一
山
悉
く
焼
土
と
化
し
寺
債
も
洩
牧
さ
る
＼
の
悲
蓮
に
遭
ひ
、
可
惜

論
旨
院
宣
の
丈
書
奮
三
子
零
雨
焼
失
し
図
書
ふ
る
は
僅
に
潰
分
の
　
に
過
ぎ

ず
と
い
ふ
。
そ
の
後
慶
長
中
淺
野
氏
寺
領
四
十
六
石
蝕
を
寄
せ
寺
院
を
翼
回

し
、
徳
川
選
出
和
歌
山
に
封
ぜ
ら
る
」
や
叉
寺
領
を
寄
せ
漸
く
薦
態
の
幾
分

を
復
し
て
今
日
に
棄
つ
た
。

　
本
堂
に
黎
っ
て
、
粉
河
寺
巌
趨
に
童
男
の
作
と
傳
ふ
る
本
山
千
手
瑚
世
管

第
二
十
一
谷
　
第
四
號
　
　
八
入
二
’

の
蝋
像
を
拝
し
、
霊
内
の
諸
佛
を
詳
さ
に
見
學
し
て
、
別
堂
で
什
費
を
書
様

す
る
。
待
窒
の
閣
獲
粉
河
寺
繰
起
繕
巻
一
巻
、
幾
度
の
火
災
を
く
堕
り
、
雀

頭
は
既
に
饒
失
し
で
な
く
現
存
の
部
分
の
天
地
に
傷
ま
し
き
焼
痕
を
残
し
て

み
る
。
こ
の
組
総
は
草
翻
よ
り
欝
永
ま
で
の
伊
野
十
三
ケ
條
を
書
し
た
も
の

で
、
普
通
の
繊
起
と
例
を
異
に
し
て
古
書
に
徴
す
る
事
多
く
描
法
は
最
も
信

貴
山
隷
起
と
類
似
す
る
と
い
ふ
。
見
る
か
ら
に
隠
勢
軽
妙
に
し
・
て
動
的
敷
果

を
墨
げ
、
内
容
と
形
式
よ
く
相
協
ひ
、
…
構
…
圓
の
選
書
、
物
象
の
造
形
法
等
軸
鞭

て
に
意
を
用
ひ
ら
れ
物
語
の
腿
開
も
妙
を
極
め
て
み
る
Q
無
限
の
妙
昧
の
正

距
に
私
達
は
全
く
我
を
忘
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
倫
旨
、
令
旨
等
十
七
通
を
牧
め
る
一
巻
の
古
文
書
は
波
澱
…
底
盤
の
吉
野
朝

隠
代
に
お
け
る
常
寺
の
活
動
を
示
す
貴
重
な
る
史
料
で
あ
る
。
粉
彩
寺
行
人

等
の
勤
強
は
元
弘
三
年
正
角
テ
臼
及
同
年
十
二
月
二
十
H
の
大
塔
宮
令
旨
に

よ
っ
て
知
ら
れ
、
（
延
元
元
年
・
）
十
二
月
二
十
日
翻
刻
論
旨
は
告
野
臨
幸
の
後

醍
醐
天
塁
を
奉
迎
し
供
養
申
上
ぐ
べ
き
旨
粉
河
専
行
三
等
に
傳
へ
た
も
の
で

あ
り
、
建
武
三
年
十
月
二
B
及
七
貸
の
粉
、
河
寺
方
衆
に
宛
て
た
源
國
清
（
畠

寓
）
の
書
朕
は
新
田
義
頁
並
に
楠
薦
成
興
煎
之
輩
を
謙
配
す
る
に
當
り
、
將

軍
家
の
爲
に
蠣
軍
吏
を
致
さ
る
れ
ば
恩
賞
を
申
行
ふ
べ
き
を
執
蓬
し
た
も
の

で
あ
る
。
　
こ
」
に
南
北
幽
判
と
粉
河
響
行
人
目
方
衆
と
の
騨
係
の
｝
端
を
窺

は
し
め
、
興
味
油
．
然
と
輿
っ
て
驚
く
る
を
知
ら
な
い
。

　
そ
の
外
正
暦
ご
年
十
一
月
二
十
入
室
の
太
政
宮
廷
篤
一
巻
、
元
暦
工
年
及

永
仁
六
年
中
に
起
つ
た
寺
領
訴
訟
聞
題
に
翻
す
る
古
文
書
爲
一
雀
が
あ
る
。

倫
同
時
に
見
墨
・
し
て
御
池
坊
蔭
藏
の
も
の
に
足
利
時
代
末
と
思
は
れ
る
二
見

文
書
の
漸
籍
一
巻
や
、
慶
長
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
粉
河
寺
彿
池
坊
心
籍
罵
等
が

（2磁）



あ
っ
て
特
に
注
厨
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
弓
・
o

　
氣
付
か
ぬ
う
ち
に
見
學
に
興
味
が
の
る
と
時
の
移
り
も
早
く
、
正
午
に
な

っ
た
。
風
食
を
嵩
ま
せ
て
、
深
き
感
銘
を
懐
き
つ
」
出
門
o
O
時
流
乎
分
粉

河
騨
獲
の
列
車
で
五
條
に
向
ふ
。

ド
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
榮
山
寺
　
　
一
時
四
十
分
五
條
騨
養
、
パ
ス
を
利
用
し
て
榮
山
寺
へ
。
騨
か
ら

東
南
へ
性
比
替
り
も
あ
ら
う
か
Q
寺
は
豫
期
し
た
よ
り
荒
慶
し
て
み
た
。
そ

の
昔
養
老
三
年
藤
原
武
智
鷹
の
建
立
以
來
藤
原
民
の
氏
寺
と
し
て
、
累
代
厚

き
崇
敬
を
受
け
、
多
く
の
寺
領
を
所
有
し
て
吉
野
金
掻
山
紀
伊
高
野
山
と
雫

・
う
た
過
去
を
も
ち
乍
ら
、
今
僅
に
金
堂
、
八
角
圃
堂
、
求
雪
持
堂
の
≡
二
宇

を
止
む
る
に
過
ぎ
ず
、
夏
草
の
繁
る
に
任
す
盗
を
見
れ
ば
韓
た
今
昔
の
感
に

堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
堂
の
住
持
留
守
の
た
め
國
蜜
も
籔
熱
あ
る
古
文
書

の
披
見
の
樂
し
い
期
待
も
噛
し
く
、
唯
八
角
闘
堂
を
開
い
て
頂
く
。
堂
は
唯

一
つ
踊
帯
常
時
の
面
影
を
偲
ば
し
む
る
留
縫
法
隆
寺
の
夢
殿
と
併
び
下
せ
ら

る
」
圓
堂
建
築
で
あ
り
、
構
愚
蒙
の
薪
機
軸
、
小
規
模
の
中
に
も
見
せ
る
意

匠
に
攣
化
等
特
〃
巴
が
あ
る
。
が
近
年
の
大
修
理
を
纒
た
爲
か
古
雁
　
な
昧
ひ
は

失
は
れ
て
る
る
。
本
尊
と
し
て
は
さ
x
や
か
な
大
日
如
來
を
宏
塾
し
外
に
も

数
鮎
國
蟹
佛
像
が
並
べ
ら
れ
て
み
る
Q
そ
の
外
境
内
の
七
重
石
塔
婆
も
天
牛

時
代
の
も
の
で
造
立
當
初
の
相
輪
を
具
備
し
て
居
り
、
珍
し
き
例
と
し
て
注

目
せ
ら
れ
、
無
難
堂
前
の
眉
燈
籠
も
軍
戸
形
の
優
作
で
高
さ
三
尺
、
竿
に
磨

滅
甚
し
く
讃
み
難
い
刻
銘
が
あ
り
漸
く
に
．
「
榮
山
寺
し
「
弘
安
七
転
申
し
「
鋤
…
進

良
受
」
と
三
層
揖
來
、
火
袋
二
ヶ
所
に
も
梵
字
が
陰
刻
さ
れ
て
あ
る
。
鐘
磯

に
懸
る
銅
鐘
は
B
本
三
鐘
の
一
と
し
て
有
名
な
も
の
、
も
と
深
草
道
澄
寺
の

什
物
高
さ
五
尺
捕
径
三
尺
鐘
身
に
鋪
出
さ
れ
た
銘
文
は
小
野
道
風
筆
と
傳
ふ

報

る
。
罵
し
く
延
喜
隼
・
甲
の
大
筆
蹟
で
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
宇
智
川
膳
崖
碑
、
腸
壁
宇
．
三
川
橋
下
渓
流
の
左
岸
の
岩
壁
な
る
磨
髭
碑
を

見
際
す
る
Q
約
二
米
手
方
の
磨
巌
に
浬
繋
纏
四
句
の
偶
文
を
刻
し
傍
に
佛
像

一
纒
が
彫
ら
れ
、
賓
魏
九
年
二
月
四
臼
の
紀
銘
が
明
か
に
讃
み
と
ら
れ
る
。

．
時
聞
の
飴
裕
の
あ
る
ま
」
に
激
流
に
戯
れ
て
し
ば
し
疲
れ
を
讐
や
し
、
停
車

場
へ
向
ふ
。
櫻
井
寺
塔
箪
ま
で
の
下
聞
を
利
用
し
て
日
程
に
は
の
ら
ぬ
天
謙

継
史
績
櫻
井
寺
を
訪
れ
る
Q
天
訣
組
の
面
々
が
立
籠
り
反
旗
を
繁
げ
た
腱
で

今
も
紛
五
條
代
官
の
首
級
を
洗
う
た
手
水
鉢
や
、
本
堂
柱
に
槍
の
鐵
を
突
い

て
氣
勢
を
墨
げ
た
痩
な
ど
、
當
時
を
物
語
る
も
の
が
あ
る
。
隊
闘
も
泊
」
つ
た

の
で
一
同
勿
々
と
し
て
引
揚
げ
力
走
漸
く
に
醐
時
の
汽
車
に
間
に
合
ひ
、
　
一

路
王
寺
を
纏
て
奈
良
に
向
つ
た
。
六
時
到
着
、
騨
で
西
困
先
生
よ
り
御
挨
拶

が
あ
っ
て
一
同
元
氣
よ
く
解
敬
。
初
夏
の
夕
陽
は
赤
々
と
奈
良
の
古
京
を
美

し
く
染
め
、
　
二
日
間
に
わ
た
る
雪
行
の
最
後
の
幕
を
閉
す
に
は
誠
に
ふ
さ
は

し
き
情
景
で
あ
っ
た
。
斯
く
牧
照
影
か
り
し
旅
行
記
の
終
り
に
、
臼
程
作
成

北一

ﾍ
に
つ
き
種
々
軸
旋
せ
ら
れ
た
清
水
先
輩
及
び
貴
重
な
る
圃
書
交
書
等
の

舞
槻
を
許
さ
れ
た
瀧
寺
に
深
甚
の
感
謝
を
捧
げ
る
。
〔
林
腿
〕

○
史
學
研
究
會

　
例
會
　
　
六
月
一
一
十
日
（
土
）
午
後
｝
時
無
よ
り
交
學
難
陳
列
挙
第
｝
教
室
に

於
て
左
の
講
演
あ
り
、
霊
媒
孚
頃
閉
會
。

　
一
、
葵
術
論
難
の
立
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
島
　
　
勉
氏

　
　
　
（
本
號
唐
載
論
文
黎
照
）

　
　
一
、
窒
町
時
代
に
於
け
る
丹
波
、
但
焉
地
方
　
　
魚
澄
惣
五
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

策
二
十
一
巷
　
第
四
號
　
　
入
八
三

（　o“05　）
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號
　
　
入
入
四

○
國
史
墨
會
大
曾

　
太
斎
“
恒
例
の
春
期
大
守
ほ
、
六
月
十
三
日
午
・
後
一
時
よ
り
、
胤
渠
友
金
国
館
…
大

ホ
ー
ル
に
於
て
、
西
堀
、
武
藤
爾
幹
事
司
會
の
下
に
開
催
さ
れ
、
黒
鴨
す
る

者
三
百
名
、
左
記
の
如
き
講
演
及
研
究
獲
表
が
あ
っ
た
。

　
　
『
開
愈
　
の
　
聯

　
一
、
丈
化
史
と
民
閤
傳
承

　
一
、
明
治
前
期
に
於
け
る
「
論
雫
し
の
意
嚢

　
一
、
修
験
道
と
古
代
呪
術

　
一
、
倭
名
類
聚
抄
に
就
い
て

　
一
、
精
騨
史
と
民
俗
學

　
一
、
武
士
道
の
一
考
察

　
一
、
閉
會
鱒

右
絡
了
後
、

し
、

十
時
過
ぎ
散
會
し
た
。

西
掘
　
；
蕎

勝
谷
　
　
透
君

高
瀬
重
雄
塀

幅
尾
猛
市
郎
君

池
田
　
源
太
君

柴
田
　
　
費
慰

西
田
直
二
郎
欝

武
藤
　
　
誠
震

　
　
　
七
時
よ
り
同
館
第
六
三
三
に
於
て
、
有
志
曾
員
の
懇
談
會
を
催

西
田
教
授
以
下
會
者
約
二
十
餐
、
晩
餐
を
共
に
し
て
嶽
談
鐵
刻
に
及
び

○
西
洋
史
談
書
會

　
例
會
。
本
年
度
第
二
回
例
會
は
六
月
二
十
五
日
午
後
六
時
よ
り
、
千
代
田

講
締
贈
爵
・
曾
と
村
田
前
講
、
師
渡
殿
逡
別
會
を
譲
ね
て
樂
高
等
館
に
於
て
開
催

一
同
會
食
後
新
奮
爾
講
師
よ
り
御
燐
感
、
御
挨
拶
あ
り
。
爾
常
田
講
演
者
病

角
蝋
の
爲
、
研
究
窒
の
近
況
に
つ
い
て
談
話
あ
り
、
午
後
兀
時
頃
散
＾
曾
。
出
席

出
時
野
谷
教
門
、
千
代
田
、
井
上
爾
講
師
を
初
め
二
十
五
名
。

○
來
洋
史
談
話
會

第
五
十
一
回
忌
金
口
　
七
臨
月
四
［
ロ
開
午
後
山
隠
時
。
彫
続
生
集
命
羅
所

　
安
史
の
鼠
の
融
會
史
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田

　
一
唐
代
め
禁
令
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
勝

○
京
都
布
國
大
墨
・
夏
期
講
演
會
．

年清
見氏

　
去
八
月
一
B
よ
り
六
日
迄
毎
年
恒
例
の
通
り
開
催
せ
ら
れ
た
本
學
夏
期
講

演
會
の
申
駅
長
里
雪
の
講
演
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
Q

浦
洲
及
蒙
古

　
　
　
科
外
講
演

波
斯
風
景
（
幻
燈
使
用
）

教
授
　
崩
垣
　
　
亨
氏

講
師
　
足
利
，
淳
筆
才
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、
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、
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鮮
総
督
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徳
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藤
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九
畢
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瀬
大
文
學

南
方
土
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國
民
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血
交
化

宗
學
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究

民
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學
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究
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昼
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立
教
大
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學
會

　
　
　
大
塚
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會

　
　
　
東
京
獣
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學
會

　
　
　
東
京
考
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學
會

　
　
　
東
北
帝
大
交
科
會

　
　
　
國
學
院
大
學

　
　
　
史
遊
美
術
同
致
會

　
　
　
京
大
纏
濟
學
會

　
　
　
肚
會
學
三
二

　
　
　
信
濃
郷
土
研
究
會

　
　
　
三
田
史
興
會

　
　
　
龍
大
事
學
研
究
室

　
　
　
九
大
織
子
會

　
　
　
藁
大
短
歌
會

　
　
　
南
方
土
俗
學
愈

　
國
民
精
瀞
文
化
研
究
所

　
　
　
宗
學
研
究
會

　
　
　
日
本
民
族
學
曾

　
　
　
鵬
故
郷
舎

東
北
帝
大
西
洋
史
研
究
會

　
　
瀞
宮
皇
學
館
々
友
會

◎

臼
本
丁
化
　
　
七

東
洋
史
研
究
　
　
一
ノ
一
i
六

史
學
研
究
年
報

長
晦
談
叢
　
　
十
八

國
立
強
手
岡
書
舘
々
栞
　
九
ノ
五
、
六

渚
p
ロ
犀
巴
ω
0
9
鉱
卿
国
8
き
一
三
〇
9
影
8
二
橋

出
鎚
爵
艮
H
o
【
≒
ご
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o
剛
》
切
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欝
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望
鼠
凶
①
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會
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動
　
静

　
　
　
　
　
　
鱒
　
　
　
屡

開
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瀞
華
麗
発
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一
丁
目
三
三

東
山
夙
市
牛
込
W
皿
市
ケ
谷
牌
鯉
町
．
四

京
都
市
伏
見
随
醍
醐
中
山
町
一
五

，
京
都
市
上
京
斑
下
鴨
膳
部
町
九
一
　
小
山
方

京
都
市
上
京
趨
小
山
堀
池
町
二
九

棄
京
市
目
黒
簸
自
由
ケ
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入
○

京
都
市
左
京
匿
北
白
川
亭
井
町
入
四

京
都
市
左
京
避
田
申
里
ノ
内
町
唱
○

京
都
市
左
京
颪
吉
田
本
町
五
　
軍
野
方

　
天
理
尊
書
館

京
大
東
洋
史
研
究
會

　
日
本
大
學
文
學
科

長
崎
史
談
會

國
立
北
亭
講
書
三

九
ノ
一

　
天
津
南
開
大
棚
纏
濟
研
究
所
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香
川
貞
三
氏

野
寄
普
濟
氏

猪
熊
信
男
氏

郷
軍
繁
次
郎
氏

谷
岡
安
三
郎
氏

森
下
虞
男
氏

井
上
智
勇
氏

秋
貞
實
造
氏

酒
見
　
豊
民
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